
山
は
多
く
荘
園
領
地
を
う
ば
わ
れ
、
延
暦
寺
、
金
剛
峯
寺
、
熊
野
三

山
、
九
州
地
方
で
は
英
彦
山
等
に
浪
人
僧
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

彼
等
は
乞
食
坊
主
や
虚
無
僧
と
な
っ
て
衣
食
を
外
に
求
め
た
が
、
そ

の
一
部
は
自
然
の
勢
い
と
し
て
伴
天
連
に
買
収
さ
れ
、
結
果
と
し
て

彼
等
の
宣
教
の
手
先
と
な
っ
た
事
実
が
「
南
蛮
伴
天
連
い
る
ま
ん
同

宿
白
状
党
」
等
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

結
論
と
し
て
云
え
る
一
つ
の
こ
と
は
、
慶
長
八
年
、
妙
典
寺
に
お

い
て
世
に
石
城
問
答
と
呼
ば
れ
る
宗
諭
が
行
わ
れ
、
間
稗
の
主
で
あ

っ
た
京
妙
覚
寺
僧
日
忠
が
国
主
長
政
か
ら
寺
地
を
賜
わ
り
、
勝
立
寺

開
山
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
事
実
で
あ
る
。
た
堂
日
忠

の
晩
年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
本
間
稗
以
後
は
筑
前
の
切
支
丹

が
一
掃
さ
れ
た
と
云
う
ほ
ど
の
事
件
で
は
な
く
、
局
部
的
の
出
来
ご

と
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
家
康
の
禁
止
令
ま
で
切
支
丹
宗
門
の
繁

栄
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。
更
に
問
審
記
録
「
邪
正
問
審
抄
」
が
蚊
も

史
実
に
近
い
も
の
と
す
る
な
ら
、
伊
制
満
旧
沢
は
仏
教
僧
侶
出
身
で

あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
云
う
こ
と
に
も
な
る
。
昭
四
三
、
一
、
十
四

○
参
考
文
献

博
多
妙
典
寺
先
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不
勉
院
日
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上
人
筆
録

博
多
妙
典
寺
三
十
世
究
寛
院
日
等
上
人
筆
録

ロ
準

法
華
経
・
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品
に
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殊
沙
華
を
雨
ら
し
栴
檀
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は
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を
悦
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」
阿
弥
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経
に
「
か
の
仏
剛
土
は
常
に
天
楽
を

な
し
、
黄
金
を
地
と
な
す
。
昼
夜
六
時
に
、
曼
陀
羅
華
を
雨
ら
す
」

と
あ
り
、
弘
安
四
年
十
一
月
十
五
日
附
の
上
野
殿
御
返
事
に
「
妙
法

ス

ヘ

遮
華
経
と
申
は
遮
に
縛
ら
れ
て
候
・
天
上
に
は
朧
訶
愛
陀
雛
華
、
人

間
に
は
桜
の
花
、
此
等
は
め
で
た
き
花
な
れ
ど
も
、
此
等
の
花
を
ば

「
日
本
宗
教
史
の
研
究
」
長
沼
賢
海
著

日
蓮
宗
年
表
日
蓮
宗
史
料
編
纂
会
編

石
城
志
津
田
元
願
編
纂

立
正
大
学
文
学
修
士

中
村
学
園
女
子
高
校
教
諭

立
正
大
学
仏
教
学
会
々
員

身
延
山
短
期
大
学
々
会
員

博
多
妙
典
寺
副
住
職

「
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
に
つ
い
て
」

岡
！
田
栄
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法
華
経
の
僻
に
は
仏
取
給
事
な
し
」
（
定
本
一
八
九
○
頁
）
と
み
え

て
い
る
。

周
知
の
如
く
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
は
仏
典
に
し
ば
し
ば
、
そ
の
名
の
見
え

て
い
る
聖
な
る
花
で
あ
る
。

広
辞
苑
を
は
じ
め
多
く
の
国
語
辞
典
の
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
の
説
明
に
於

け
る
そ
の
源
流
を
た
ず
ね
て
み
る
と
、
天
妙
華
は
「
天
華
の
う
ち
妙

な
る
も
の
を
以
て
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
と
名
づ
く
」
と
い
う
大
智
度
論
九
九

に
由
来
し
、
吉
蔵
の
法
華
義
疏
、
二
に
み
え
る
「
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
と

は
、
河
西
の
道
明
の
云
わ
く
、
天
華
の
名
な
り
。
中
図
に
も
亦
之
あ

り
、
其
色
赤
に
似
て
而
も
黄
、
青
の
如
く
に
し
て
而
も
紫
、
緑
の
如

く
に
し
て
而
も
紫
、
緑
の
如
く
に
し
て
而
も
紅
な
り
」
が
想
定
せ
ら

れ
、
適
意
華
は
「
マ
ン
ダ
ラ
と
は
此
に
適
意
と
云
う
。
見
る
者
心
悦

ぶ
が
故
な
り
」
と
説
明
せ
ら
れ
る
法
華
経
玄
賛
第
二
に
由
来
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
白
い
華
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
も
の
は
統
訳
名
義
集
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
白
い
蓮
華
」
と
い
う
説
明
も
み
ら
れ
る
が
、
「
白
い
蓮
華
」
と

「
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
」
と
は
直
接
的
に
な
ん
の
関
連
も
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
大
崎
学
報
宣
三
号
（
昭
和
妃
年
７
月
）
「
法
華
」
五
○

四
・
五
○
九
・
五
一
○
等
、
参
照
い
た
ば
け
れ
ば
幸
甚
。

望
月
・
仏
教
大
辞
典
に
よ
れ
ば

「
但
し
墹
広
本
草
綱
目
第
十
七
下
に
愛
陀
羅
を
山
茄
子
と
な
し
、

和
漢
三
才
図
絵
第
九
十
四
本
に
、
朝
鮮
朝
顔
と
な
せ
る
は
共
に
誤
り

に
し
て
是
れ
恐
ら
く
摩
陀
那
と
混
同
せ
し
も
の
な
ら
ん
」

マ
グ
ナ
の
項
を
同
辞
典
で
糖
盃
す
る
と

「
蓋
し
摩
陀
那
は
学
名
ぐ
§
唱
耐
３
９
旨
。
闇
及
び
ロ
四
目
恩

興
国
目
。
ｐ
旨
目
（
弓
冒
冒
目
亘
の
耳
８
）
等
の
植
物
の
通
名
に
し

て
、
其
の
樹
皮
・
種
汁
等
に
は
毒
素
を
含
み
、
薬
用
に
供
せ
ら
れ
、

之
を
食
す
れ
ば
狂
酔
す
る
を
以
て
、
情
熱
の
義
な
る
梵
語
摩
陀
那
の

名
を
附
す
る
に
至
り
し
も
の
な
ら
ん
。
…
…
」

ご
胃
匡
国
駕
３
日
目
旨
日
は
、
植
物
学
の
事
典
で
は
「
ト
ゲ
ナ
シ

ョ
ウ
シ
１
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
」
に
相
当
す
る
。
チ
ョ
ウ
セ

ン
ア
サ
ガ
オ
、
キ
チ
ガ
ィ
ナ
ス
ビ
、
別
名
を
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
と
い
わ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
ア
ジ
ア
熱
帯
原
産
の
ナ
ス
科
の
一
年
生
草
木
で
わ
が
国
に

渡
来
し
た
こ
の
属
は
数
種
あ
っ
て
各
地
に
地
方
名
が
多
く
、
ナ
ン
？
ハ

(I90)



ン
ア
サ
ガ
オ
、
イ
ガ
ナ
ス
ビ
（
周
防
）
、
ト
ウ
ナ
ス
ピ
（
伊
予
）
、

ナ
リ
ナ
ス
ビ
、
ヤ
マ
ナ
ス
ビ
、
テ
ン
ジ
ク
ナ
ス
ビ
、
チ
ャ
メ
ラ
ソ
ウ

（
江
戸
）
、
キ
ァ
サ
ガ
オ
（
下
総
）
、
オ
ニ
ナ
ス
（
上
総
）
、
キ
・
ハ

ソ
ゥ
（
蝦
前
）
、
◇
ハ
ラ
モ
ン
ソ
ウ
、
ゲ
カ
・
コ
ロ
シ
（
誠
岐
）
、
チ
ョ

ゥ
セ
ン
タ
。
ハ
コ
（
遠
江
）
、
ア
イ
ス
（
備
後
）
な
ど
が
あ
り
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
柴
え
さ
に
燃
柄
を
出
し
、
大
形
の
白
花
を
附
く
。

全
草
に
ト
ロ
ピ
ン
系
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
含
む
が
主
と
し
て
葉
と
桃

子
を
用
い
て
い
る
。
種
子
は
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
・
ヒ
ョ
セ
シ
ア
ミ
ン
・

ア
ト
ロ
ピ
ン
、
そ
の
他
、
汕
酸
・
テ
リ
ノ
ー
ル
酸
な
ど
の
脂
肪
汕
を

含
み
、
奥
化
水
素
酸
・
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
の
脈
料
と
な
る
。

ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
は
非
常
に
有
毒
で
、
瞳
孔
を
拡
大
し
、
神
経
を
麻

ひ
さ
せ
る
作
川
が
あ
り
、
中
椛
神
経
系
に
対
す
る
作
用
は
鋲
滕
で
あ

づ
く
》
ロ

ヴ
ィ
ル
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
の
研
究
に
よ
っ
て
朧
造
の
確
立
し
た
ト
ロ

・
ハ
ン
系
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
・
ア
ト
ロ
ピ
ン
は
、
中
州
神
絲
を
放
初
に
興

雷
さ
せ
、
つ
い
で
麻
ひ
さ
せ
る
。
副
交
感
神
経
末
梢
は
麻
ひ
的
に
の

み
作
用
し
、
点
眼
す
れ
ば
「
ひ
と
み
」
が
敵
大
す
る
。

硫
酸
ア
ト
ロ
ビ
ン
と
し
て
日
本
薬
局
方
に
紀
栽
さ
れ
、
百
日
咳
．

問
摘
・
ア
ヘ
ン
・
モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
の
解
泳
、
卯
彩
炎
な
ど
に
使
川
さ

れ
て
い
る
。

マ
ダ
ナ
が
学
名
ダ
ト
ゥ
ラ
・
ス
ト
ラ
モ
ニ
ウ
ム
、
即
ち
チ
ョ
ウ
セ

ン
ア
サ
ガ
オ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
怨
琳
音
我
第
十
八
に
み
え
る
マ
ダ

ナ
に
つ
い
て
の
、
「
西
国
の
果
名
な
り
、
此
の
国
に
無
し
。
其
の
果

大
さ
樅
榔
の
如
し
、
之
を
食
す
れ
ば
人
を
し
て
酔
悶
せ
し
む
。
亦
酔

人
果
と
名
づ
く
、
薬
に
入
れ
て
川
う
る
に
堪
う
る
な
り
一
と
い
う
記

述
は
全
体
的
に
首
肯
し
が
た
い
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
に
は
機
榔
の
果
実
の
如
き
果
実
は
生
じ
な

い
Ｏ

●

望
月
・
仏
教
辞
典
に
よ
れ
ば
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
は
学
名
固
昌
呂
凰
圖

言
会
目
で
あ
る
と
い
う
。
之
は
、
一
‐
で
い
こ
」
一
で
い
ぐ
」
洪
名

「
刺
桐
」
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
原
産
の
ま
め
科
の

滴
木
で
、
四
・
九
〃
頃
、
枝
先
か
ら
長
さ
二
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
総

状
花
序
を
一
乃
至
三
燗
開
出
し
て
生
じ
紫
色
を
お
び
た
朱
赤
色
の
長

さ
六
乃
至
八
セ
ン
チ
の
蝶
形
花
を
密
集
し
て
つ
け
る
。

英
和
辞
典
を
開
く
と
、

ョ
画
国
島
鱒
澪
の
の
発
音
が
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
と
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類
似
し
て
い
る
こ
と
に
由
る
の
で
あ
ろ
う
か
「
愛
陀
羅
華
」
と
い
う

訳
語
を
あ
て
て
い
る
が
、
目
画
邑
国
丙
①
は
、
仏
典
に
登
場
す
る

旨
８
口
の
口
々
室
。
言
９
ｍ
の
ィ
メ
ー
ジ
と
は
あ
ま
り
に
も
か
け
は
な
れ

て
い
る
。

例
え
ば
、
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
（
四
幕
三
場
）
、
ア
ン
ト
ニ

オ
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
（
一
幕
五
場
）
ヘ
ン
リ
ー
四
世
（
第
二
部
一
幕

二
場
）
ヘ
ン
リ
ー
六
世
（
第
二
部
三
幕
二
場
）
オ
セ
ロ
ー
（
三
幕
三

う
め
の
ろ

場
）
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
「
岬
き
、
呪
い
、
狂
乱
、
煩
悶
守
’
一

の
描
写
に
使
川
し
て
い
る
。

坪
内
脱
遥
博
士
は
自
画
乱
『
画
冨
を
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
と
訳
し
、
或
は

悪
魔
林
職
と
訳
し
て
い
る
。

国
屋
の
（
の
８
冊
厨
ｇ
”
辰
ｌ
届
）
に
於
て
は
、
日
騨
呂
国
嚴
は

関
根
正
雄
氏
に
よ
っ
て
「
恋
な
す
ｉ
｜
と
訳
さ
れ
て
い
る
ｃ

日
四
国
ロ
国
富
に
対
し
て
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
と
い
う
訳
詰
を
配
当
す
る

目
騨
ゴ
骨
幽
穴
の
は
、
目
局
望
働
己
亘
の
、
ポ
ド
ヒ
ル
ム
、
ミ
ヤ
オ
ソ
ウ

風
の
植
物
と
し
て
限
定
す
る
時
、
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
と
の
混
同
が
解
消
す

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
は
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。

３
８
吾
逢
旨
日
の
目
◎
登
君
巴
一
は
、
イ
ン
ド
に
産
す
る
多
年
草

で
、
根
茎
、
樹
脂
は
下
剤
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ボ

ド
ヒ
ル
ム
脂
を
含
み
、
ボ
ド
ヒ
ル
ム
脂
に
含
ま
れ
る
ボ
ド
フ
ィ
ロ
ト

キ
シ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
・
ペ
ー
タ
ー
・
ペ
ル
タ
テ
イ
ン
、
の
実
験
動
物

ガ
ン
に
対
す
る
作
用
は
注
目
さ
れ
た
。
ミ
ャ
オ
ソ
ウ
は
中
国
で
は
、

○
．

そ
の
根
裟
を
鬼
臼
と
称
し
て
百
識
、
悪
如
を
治
す
る
薬
と
し
、
蛇
の

咬
傷
に
解
稚
薬
と
さ
れ
て
い
る
。

自
画
国
邑
３
戸
①
に
つ
い
て
は
８
局
一
貫
＄
な
る
訳
語
が
あ
て
ら

れ
る
。こ

れ
は
学
名
厚
旨
冨
冒
色
富
里
：
ｇ
に
相
当
し
南
米
に
鮫
も

普
通
に
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
イ
ン
ド
極
の
も
の
は
国
胃
冑
冒
角
冒

９
３
で
、
イ
ン
ド
ラ
神
の
天
界
の
五
弧
の
樹
木
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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